


























れから、Google Scholar や Google Books などの関連検索
を使いながら、必要な情報を効果的に取り出すための検索
術を話しました。最後は自分で検索式を作る課題を出しま
した。
　受講生からは、次のような感想をいただきました。「図書
館の裏側を見ることができて興味深かった」「質問に対して
答えや資料を提供するときに、どのようなサイトを使ったら
効率よく調べられるかという点も知ることが出来てよかった
です。」「Google を普段使っているのに知らなかった機能が
たくさんあり、これからどんどん使おうと思っています。」
　人が集まることが制限される状況ですので、今後は図書
館で実習を行えるかどうかわかりませんが、可能な限りは取
り入れていきたいと思っています。
（山下　ユミ　本学非常勤講師・京都府立図書館司書）
　図書館で資料を探すとします。あなたは何から始めます
か。関連するテーマの本棚を眺める、対象の本棚がどこ
かを探す、あるいは、どの図書館にあるのかを探す、と
いうこともあるでしょう。そうしたとき、図書館では「目録」
という蔵書リストを使って、資料の有無や配架場所を調べ
ます。スマホやパソコンで利用する OPAC は、オンライン
の目録です。「情報資源組織演習Ⅰ」では、この目録を作
る（記述する）作業を学びます。
　目録はなぜ必要か、目録をどう記述するのか、利用者
に便利な目録の形態はどうあるべきか。以上、本科目で
学ぶ内容は、『日本目録規則』を読めばだいたい分かりま
す。しかし、この規則が理解しにくいうえに、資料ごとの
個別の違いがあって規則の当てはめ方は難解です。資料
ごとの違いとは、例えば、タイトルや作者です。これらを
判別して正しく記述するのに練習が必要です。
　具体例を挙げます。日本の古典作品「源氏物語」は誰
が作ったのでしょう。答えは紫式部です。では、OPAC に
「作者：紫式部」と書いてあるでしょうか。細かく見ていくと、
いくつかの資料に［紫式部著］が見つかります。作者の名
前の後ろに役割「著」を書くこと、補記は角括弧［　］で
括ること、記述をする位置などなど、『日本目録規則』が
細かく決めているからです。細かく決めておくことで、膨
大な資料を同じ検索方法で調べることが可能になります。
　そこで授業では、目録を記述する資料の単位（一つと
認める単位。冊数ではない。）や記述に使う文字の決まり
を習得できるよう、演習課題の反復練習に取り組みます。
また、オンラインを活用した目録として、CiNii を運用する
仕組みと方法を学びます。技術的な学習項目ばかりで専
門用語（具体例に挙げた「著」や「補記」、「角括弧」など）
が多いため、正確な用語の理解にも重点を置き、『日本目
録規則』の一部、「用語解説」を確認しながら進めます。
　この目録を記述する作業、面倒そうですよね。けれど、
配架場所を固定する、物理的な資料を数多く維持・管理
しつつ、貸出サービスを遅滞なく進める図書館に必須の
技術です。「図書館情報技術論」（本レター第 14 号参照）
や「情報資源組織論」（同じく第 15 号参照）で学んだ理
論を現場で応用するための科目であり、知の蓄えを後世に
残す作業として、本のためのデータ作りとその運用を学ぶ
重要な科目なのです。
（設樂　馨　本学非常勤講師）
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